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地上型衛星航法補強システムの技術的条件 

に係る検討の進め方（案） 
 
 

１ 検討事項 

昭和60年4月23日付け電気通信技術審議会諮問第10号「航空無線通信の技術的諸問

題について」のうち「地上型衛星航法補強システム（GBAS）の技術的条件」に関し、

検討を行う。 

 
２ 検討項目 

（１）地上型衛星航法補強システムとV-lowマルチメディア放送との共用条件 

（２）地上型衛星航法補強システムとV-Lowマルチメディア放送以外の無線システムと 

の共用条件 

（３）上記を踏まえた地上型衛星航法補強システムの技術的条件 

 
３ 検討体制 

既存の航空・海上無線通信委員会（主査：三木 哲也 電気通信大学 企画調査室 

特任教授）において検討を行う。 

本件の検討事項について、委員会が検討のために必要とする情報を収集し、委員会

の検討を促進させるために、「地上型衛星航法補強システム作業班」を設置し、調査

を行わせる（構成員は別紙１のとおり）。 

なお、必要に応じて、関係者をオブザーバーとして参加させる。 

 
４ 検討スケジュール 

別紙２のとおり。 

 



主　　要　　現　　職

主任 ⼩瀬⽊　滋 国⽴研究開発法⼈海上・港湾・航空技術研究所 電⼦航法研究所 研究統括監

構成員 ⾚⽊　宣道 定期航空協会 専⾨委員

〃 上⽥　和範 株式会社JALエンジニアリング 技術部システム技術室電装技術グループ

〃 ⼩⽵　信幸 （⼀財）テレコムエンジニアリングセンター 技術部 技術部⻑

〃 ⾦⽥　知剛 ⽇本電気株式会社 電波・誘導事業部 衛星航法システム室

〃 菊池　弘明 全⽇本空輸株式会社 整備センター 技術部 担当部⻑

〃 久保　信明 東京海洋⼤学 准教授

〃 辻　宏之 国⽴研究開発法⼈情報通信研究機構 オープンイノベーション推進本部 ソーシャルイノベー
ションユニット 戦略的プログラムオフィス 研究企画推進室 プランニングマネージャー

〃 仁平　成彦 株式会社VIP 代表取締役社⻑

〃 福島　荘之介 国⽴研究開発法⼈海上・港湾・航空技術研究所 電⼦航法研究所 航法システム領域 上
席研究員

〃 森井　智⼀ 国⼟交通省 航空局 交通管制部 管制技術課 航⾏⽀援技術⾼度化企画室 課⻑補佐

〃 ⽮吹　和哉 ハネウェルジャパン（株） エアロスペース コマーシャル・アヴィエーション

地上型衛星航法補強システム作業班構成員名簿

（敬称略・五⼗⾳順）
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地上型衛星航法補強システム（GBAS）の技術的条件検討　スケジュール線表（案）

2月 3月

地上型衛星航法補強システム作業班

情報通信審議会　情報通信技術分科会

航空・海上無線通信委員会

2018年
5月 6月 7月4月

一部答申

別紙２

2/13 検討開始の報告

3/9 第20回委員会

検討の進め方について
報告書（案）

意見募集（30日間）
報告書（案）の確認

報告書（案）取りまとめ

第１回作業班

・GBAS概要説明

・検討事項、進め方の確認

第２回作業班

・技術試験事務の概要報告

・技術的条件、運用用件の確認

第３回作業班

・報告書（案）の確認

・報告書（案）の取りまとめ


